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流域全体であらゆる関係者が協働する「流域治水」を推進中
－ハード・ソフトが一体となった事前防災対策－

●近年、令和元年東日本台風をはじめ、平成27年9月関東・東北豪雨などにより激甚な被害が頻発してお
り、今後も、気候変動による降雨量の増大や水害の激甚化、頻発化が予測されています。

●このような水害に備えるには、あらゆる関係者が協働し流域全体で水害を軽減させる治水対策、
「流域治水」に取組んでいくことが大変重要です。

●茨城県では、流域治水を推進するため、先進的にさまざまな対策を進めています。

藤井川ダム

① 河川対策 河道掘削・堤防整備、遊水地整備など

② 流域対策 ダムの治水協定による事前放流、雨水貯留施設の整備など

③ ソフト対策 水位計・監視カメラの設置など

大雨に備えて、
事前にダムに貯めた
水を放流し、空き
容量を確保！

利根川釈水水門改修事業
女沼川河川改修事業

利根川

女沼川

調節池とバイパス
水路の一体的な整備で
浸水被害を軽減！

貯留浸透施設整備状況

雨水を学校内
に貯留し、
施設外への
流出を抑制！

監視カメラ

沢渡川

バイパス水路
（捷水路）

調節池②

調節池①

（つくば市葛城）

履歴画像

平常時の画像リアルタイム画像
（５分更新）

河川情報を
監視カメラで
リアルタイムに
提供！

ダムの事前放流

雨水貯留施設
の整備

河川情報の提供

調節地・遊水池
の整備

河道掘削・堤防整備

国と県が連携
して河川改修に
取組み、浸水被害
を軽減！

※流域治水イメージ
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